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TEL 0820－25－3290(代表) 
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チャレンジ・サザンセト！活力みなぎる農林水産業の創造 

 
山口県漁協浮島支店が「第２６回全国青年・女性漁業者 

交流大会」で農林水産大臣賞を受賞しました！ 
 

第２６回全国青年・女性漁業者交流大会が３月２日（火）、ホテルグランドアーク半蔵門

（東京都千代田区）で開催され、各都道府県の代表者が活動実績を発表しました。 

本県からは、第６７回山口県漁村青壮年女性活動実績発表大会（１月１５日（金）、下関

シーモールパレス）で最優秀賞を受賞した、山口県漁業協同組合浮島支店（発表者：橋本

将吾さん）が、資源管理・資源増殖部門にリモート出場し、「赤貝に全集中！～目指せ！赤

貝産地日本一の山口県～」と題して、浮島支店における赤貝の資源管理の取組みを発表し、

農林水産大臣賞を受賞しました。 

 

～発表概要～ 

水揚量が年々減少する中、赤貝の種苗放流を開始した。放流方法の工夫や、単価向上の

取組により、赤貝の水揚量・水揚金額ともに放流前の４倍に増加した。県内各地で力を合

わせ、赤貝産地日本一の山口県を目指す。 

第26回全国青年・女性漁業者交流大会 

（3月2日 東京都ホテルグランドアーク半蔵門） 

山口県漁協本店（下関市）からリモート発表 

≪農林水産大臣賞≫ 

第67回山口県漁村青壮年女性活動実績発表大会 

（1月15日 下関シーモールパレス） 

≪最優秀賞≫ 

今後、益々のご活躍を期待しております！ 
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令
和
３
年
２
月
８
日(

月)

か
ら
10

日(

水)

ま
で
、
柳
井
市
役
所
の
玄
関
ロ

ビ
ー
で
「
花
農
家
か
ら
の
フ
ラ
ワ
ー
バ

レ
ン
タ
イ
ン
」
と
題
し
て
、「
柳
井
の

花
」
の
展
示
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。 

今
回
で
５
回
目
と
な
る
こ
の
催
し

は
、
住
民
の
方
に
花
に
親
し
ん
で
も
ら

い
、
消
費
拡
大
に
つ
な
げ
よ
う
と
柳
井

花
卉
生
産
組
合
が
主
催
し
た
も
の
で
、

今
年
度
、
初
め
て
柳
井
市
役
所
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。 

初
日
の
８
日
に
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
柳
井
花
卉
生
産
組

合
の
長
山
組
合
長
か
ら
柳
井
市
の
井

原
市
長
へ
シ
ク
ラ
メ
ン
が
贈
呈
さ
れ
、

玄
関
ロ
ビ
ー
で
は
、
生
産
者
が
栽
培
し

た
「
柳
井
の
花
」
や
、
販
売
協
力
専
門

店
の
「(

株)

ヤ
ナ
イ
園
芸
」
に
よ
る
装

飾
花
を
展
示
し
、
訪
れ
た
人
た
ち
の
目

を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。 

当
事
務
所
で
は
、
今
後
も
こ
う
し
た

取
組
を
支
援
し
、
花
の
需
要
拡
大
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

     

             
 

                  

     

令
和
３
年
３
月
16
日
、
高
い
糖
度

と
独
特
の
食
感
が
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る
本
県
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
柑
き
つ
「
ゆ

め
ほ
っ
ぺ
」
の
県
外
へ
の
需
要
拡
大
を

図
る
た
め
、
今
季
の
首
都
圏
へ
の
初
出

荷
に
合
わ
せ
、
大
田
市
場
（
東
京
都
）

に
お
い
て
東
京
青
果(

株)

や
仲
卸
業
者

等
を
対
象
に
紹
介
動
画
等
に
よ
る
Ｐ

Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。 

こ
の
Ｐ
Ｒ
動
画
は
、
柳
井
・
大
島
地

域
「
地
産
・
地
消
」
推
進
会
議
等
が
制

作
し
た
も
の
で
、「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
」
の

特
徴
を
は
じ
め
、
栽
培
や
品
質
管
理
の

様
子
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

撮
影
は
、
周
防
大
島
町
の
せ
と
み
生

産
者
や
、
柑
橘
選
果
場
の
皆
さ
ん
等
の

協
力
を
得
て
、
２
月
４
日
に
行
わ
れ
、

編
集
作
業
を
重
ね
３
月
上
旬
に
完
成

し
ま
し
た
。
な
お
、
動
画
は
、
当
事
務

所
web
サ
イ
ト
（
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
）
で

も
公
開
し
て
い
ま
す
。 

今
後
も
、
首
都
圏
を
は
じ
め
県
外
で

の
販
促
イ
ベ
ン
ト
や
県
内
の
Ｊ
Ａ
山

口
県
直
営
の
販
売
店
等
に
お
い
て
、
こ

の
動
画
を
活
用
し
、「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
」

の
更
な
る
消
費
拡
大
を
図
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。 

                                

 

「
柳
井
の
花
」
展
示
Ｐ
Ｒ
～
花
農

家
か
ら
の
フ
ラ
ワ
ー
バ
レ
ン
タ

イ
ン
～
を
開
催
し
ま
し
た 

首
都
圏
に
お
い
て
、
や
ま
ぐ
ち

ブ
ラ
ン
ド
「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
」
を

紹
介
動
画
等
を
活
用
し
て
Ｐ
Ｒ

し
ま
し
た 

ヤナイ園芸による装飾展示 

 

大田市場での動画を活用したＰＲの様子 

柳井花卉生産組合による展示 

動画撮影の様子 
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当
事
務
所
管
内
で
は
令
和
２
年
度

に
主
に
水
田
を
対
象
に
し
た
農
業
法

人
が
３
つ
設
立
さ
れ
ま
し
た
。 

柳
井
市
伊
陸
の
農
事
組
合
法
人
あ

さ
ひ
は
、
ほ
場
整
備
を
契
機
に
設
立
さ

れ
た
集
落
ぐ
る
み
型
の
法
人
で
、
地
元

農
家
が
組
合
員
に
な
っ
て
農
地
保
全

と
収
益
確
保
を
目
指
し
ま
す
。 

柳
井
市
伊
陸
の
株
式
会
社
ラ
イ
ス

マ
イ
ル
は
家
族
経
営
を
法
人
化
し
た

も
の
で
、
規
模
拡
大
に
よ
る
効
率
的
な

営
農
や
大
豆
な
ど
の
畑
作
物
に
取
り

組
み
ま
す
。 

柳
井
市
新
庄
の
株
式
会
社
池
本
ラ

イ
ス
セ
ン
タ
ー
も
家
族
経
営
を
法
人

化
し
た
も
の
で
、
進
行
中
の
ほ
場
整
備

の
担
い
手
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。 こ

の
ほ
か
の
地
区
で
も
、
ほ
場
整
備

な
ど
を
契
機
に
法
人
設
立
の
話
し
合

い
や
近
隣
法
人
と
の
連
携
な
ど
の
検

討
が
進
ん
で
い
ま
す
。 

当
事
務
所
で
は
、
将
来
に
わ
た
り
担

い
手
が
地
域
農
業
を
牽
引
し
て
い
け

る
よ
う
に
、
引
き
続
き
農
業
経
営
の
法

人
化
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。 

   

                

ア
グ
リ
南
す
お
う
株
式
会
社
で
は
、

集
落
営
農
法
人
の
担
い
手
が
減
少
す

る
中
で
効
率
的
な
生
産
体
制
を
目
指

す
た
め
、「
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
実
装

プ
ラ
ン
」
を
作
成
し
、
ス
マ
ー
ト
農
業

機
械
の
活
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

ま
す
。 

こ
の
取
組
の
一
環
と
し
て
、
令
和
３

年
２
月
１５
日
に
自
動
直
進
機
能
付
ト

ラ
ク
タ
に
つ
い
て
、
農
事
組
合
法
人
い

か
ち
ト
ラ
タ
ン
村
の
現
地
ほ
場
で
実

演
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

研
修
会
に
は
法
人
の
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
や
関
係
機
関
の
担
当
者
な
ど
４３
名

が
参
加
し
、
機
械
を
操
作
し
な
が
ら
、

作
業
負
担
の
軽
減
や
作
業
精
度
に
つ

い
て
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。 

参
加
者
か
ら
は
、
通
常
ト
ラ
ク
タ
と

の
価
格
差
や
ロ
ー
タ
リ
の
装
着
方
法

な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
実
際
に

乗
車
体
験
す
る
こ
と
で
ス
マ
ー
ト
農

業
機
械
の
操
作
方
法
等
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

                      
    

   

梅
雨
時
期
の
６
月
頃
か
ら
台
風
時

期
が
終
わ
る
10
月
頃
に
か
け
て
の
出

水
期
に
は
、
全
国
で
毎
年
の
よ
う
に
水

害
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
山
口
県
で
も

豪
雨
や
台
風
に
よ
り
、
多
く
の
被
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。 

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
で
は
、

西
日
本
を
中
心
に
農
業
用
た
め
池
の

被
害
も
発
生
し
、
全
国
で
32
箇
所
の

た
め
池
が
決
壊
し
、
下
流
に
大
き
な
被

害
を
与
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
た
め
、
県
で
は
農
業
用
た
め
池

の
被
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
山

口
県
地
域
防
災
計
画
で
指
定
さ
れ
て

い
る
危
険
た
め
池
（
令
和
３
年
度
は
柳

井
農
林
水
産
事
務
所
管
内
で
23
箇

所
）
等
に
つ
い
て
、
毎
年
５
月
上
旬
か

ら
中
旬
に
か
け
て
点
検
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
、
た
め
池
の
老
朽
化
の
状
況

を
把
握
し
、
対
策
の
必
要
性
や
管
理
の

適
正
化
を
た
め
池
管
理
者
等
に
指
導

し
て
い
ま
す
。 

た
め
池
が
ひ
と
た
び
決
壊
す
る
と

下
流
へ
広
範
囲
に
被
害
が
発
生
す
る

こ
と
か
ら
、
梅
雨
入
り
前
に
は
た
め
池

の
点
検
を
必
ず
実
施
す
る
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。 

同
様
に
、
近
年
使
用
し
て
い
な
い
た

め
池
で
あ
っ
て
も
貯
水
が
あ
れ
ば
、
管 

地
域
農
業
を
担
う
法
人
が
設
立

さ
れ
て
い
ま
す 

ス
マ
ー
ト
農
業
機
械
の
実
演
研

修
会
の
開
催 

研修会には田布施農工高校の生徒も参加 

演会の様子 

自動直進機能付きトラクタ 

梅
雨
入
り
前
に
た
め
池
の
点
検

を
お
願
い
し
ま
す 
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理
が
行
わ
れ
ず
に
危
険
な
状
況
と
な

っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
現

地
を
点
検
し
て
下
さ
い
。 

            
 

 
  

た
め
池
に
関
す
る
ご
相
談
は
、
市
町

の
農
業
農
村
整
備
担
当
課
も
し
く
は

柳
井
農
林
水
産
事
務
所
農
村
整
備
部

農
地
活
用
課
（☎

０
８
２
０
・
２
５
・

３
２
９
４
）
に
ご
相
談
下
さ
い
。 

  
 

 

 
  

昭
和
55
年
か
ら
昭
和
60
年
に
か

け
て
施
工
さ
れ
た
新
川
排
水
機
場
の

改
修
工
事
が
完
成
し
ま
す
。 

 
◇
事
業
名
：
水
利
施
設
整
備
事
業 

（
基
幹
水
利
保
全
型
） 

◇
事
業
主
体
：
山
口
県 

（
柳
井
農
林
水
産
事
務
所
） 

◇
地
区
名
：
田
布
施
地
区 

 
 

 
 

 

（
田
布
施
町
） 

◇
事
業
工
期
：
平
成
27
年
度
か
ら 

 
 

 
 

 
 

令
和
２
年
度 

◇
事
業
費
：
134
百
万
円 

◇
事
業
概
要
：
排
水
機
場 

改
修
・
補
修
一
式 

 
 

改
修
・
補
修
を
実
施
す
る
こ
と
で
施

設
機
能
の
回
復
が
図
ら
れ
ま
す
。 

    

 

                                

   

令
和
２
年
度
の
家
畜
伝
染
病
予
防

法
改
正
に
伴
い
、
家
畜
飼
養
者
が
遵
守

す
る
飼
養
衛
生
管
理
基
準
も
改
正
さ

れ
ま
し
た
。 

主
な
改
正
点
は
、
昨
今
の
口
蹄
疫
、

豚
熱
及
び
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
発
生
状
況
を
踏
ま
え
、
飼
養
者
に

対
し
分
か
り
易
く
体
系
化
（
農
場
内
へ

の
病
原
体
侵
入
防
止
、
拡
散
防
止
及
び

散
逸
防
止
対
策
）
さ
れ
た
こ
と
及
び
違

反
に
対
す
る
罰
則
強
化
で
す
。 

こ
れ
に
伴
い
当
事
務
所
で
は
、
畜
産

農
家
や
関
係
者
を
参
集
し
て
畜
産
研

修
会
を
開
催
し
、
周
知
徹
底
を
図
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
畜
産
農
家
全
戸
を
対

象
に
巡
回
指
導
を
行
い
、
個
々
の
現
状

の
問
題
点
の
指
摘
・
指
導
を
行
い
、
次

回
の
巡
回
指
導
ま
で
に
改
善
す
る
よ

う
粘
り
強
く
指
導
を
続
け
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。 

前
述
の
伝
染
性
疾
病
が
い
っ
た
ん

発
生
す
る
と
、
防
疫
措
置
に
よ
る
家
畜

の
殺
処
分
は
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
近
隣

の
家
畜
や
生
産
物
の
移
動
制
限
等
、
地

域
の
経
済
活
動
に
も
多
大
な
影
響
を

与
え
ま
す
。
畜
産
部
は
、
今
後
も
飼
養

衛
生
管
理
基
準
遵
守
指
導
を
徹
底
し
、

畜
産
の
振
興
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。 

 

田
布
施
区
の
新
川
排
水
機
場
の

改
修
工
事
が
完
成
し
ま
す 

新川排水機場 

 

 

飼
養
衛
生
管
理
基
準
遵
守
指
導

に
つ
い
て 

取水施設の点検状況 ため池点検パトロールの状況 

排水ポンプ 
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当
事
務
所
管
内
は
中
山
間
地
が
多

く
、
ま
た
、
農
家
の
高
齢
化
、
担
い
手

不
足
等
に
よ
り
耕
作
の
継
続
を
断
念

す
る
人
が
増
え
、
耕
作
放
棄
地
が
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。 

一
方
、
山
口
型
放
牧
と
は
、
生
産
条

件
が
不
利
な
水
田
や
耕
作
放
棄
地
な

ど
を
電
気
牧
柵
で
囲
い
、
牛
を
放
牧
し
、

土
地
を
管
理
す
る
方
法
で
す
。
そ
れ
に

よ
り
、
草
刈
り
の
労
力
軽
減
や
景
観
保

全
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
隣
接
す
る

農
地
の
獣
害
被
害
低
減
効
果
も
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
令
和
２
年
度
は
柳
井

市
に
お
い
て
新
た
な
放
牧
も
開
始
さ

れ
ま
し
た
。 

牛
は
放
牧
に
慣
れ
た
牛
を
畜
産
農

家
や
県
畜
産
試
験
場
か
ら
斡
旋
し
、
現

地
ま
で
運
搬
し
ま
す
。
電
気
牧
柵
は
設

置
指
導
に
伺
い
ま
す
。 

山
口
型
放
牧
に
興
味
の
あ
る
方
は

柳
井
農
林
水
産
事
務
所
畜
産
部(☎

０

８
２
０-

２
２-

２
４
１
６)

ま
で
気
軽

に
御
相
談
く
だ
さ
い
。 

           
 

           

   
 

 
 

 

令
和
３
年
４
月
、
岩
国
市
周
東
町
に

岩
国
・
柳
井
地
域
の
森
林
整
備
・
管
理

の
拠
点
と
な
る
山
口
県
東
部
森
林
組

合
の
新
事
務
所
が
完
成
し
ま
し
た
。

（
従
来
事
務
所
の
隣
接
地
）
本
事
務
所

は
国
産
材
で
作
ら
れ
た
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
利

用
し
た
木
造
軸
組
工
法
で
建
築
さ
れ

て
い
ま
す
。
Ｃ
Ｌ
Ｔ
と
は
、
木
の
板
を

ク
ロ
ス
に
重
ね
て
接
着
し
た
パ
ネ
ル

で
、
現
場
施
工
性
が
よ
く
、
パ
ネ
ル
工

法
、
部
分
利
用
な
ど
広
範
囲
な
利
用
の

可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
注
目

さ
れ
て
い
る
建
築
部
材
で
す
。
欧
米
で

は
、
商
業
施
設
な
ど
の
壁
や
床
等
に
使

用
さ
れ
、
日
本
で
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
行
わ
れ
る
国
立
競
技
場
の
一
部
に

も
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
利

用
し
た
建
築
物
と
し
て
は
、
県
内
で
６

か
所
目
と
な
り
、
岩
国
・
柳
井
地
域
内

で
は
初
め
て
と
な
り
ま
す
。 

事
務
所
は
２
階
建
て
で
、
１
階
が
事

務
室
、
２
階
が
会
議
室
に
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
玄
関
横
で
は
、
岩
国
市
周
東

森
林
体
験
交
流
施
設
「
丸
太
村
」
で
製

作
さ
れ
た
「
木
の
お
も
ち
ゃ
」
や
、
製

材
所
か
ら
出
た
端
材
で
作
ら
れ
た
椅

子
な
ど
の
様
々
な
木
製
品
や
、
森
林
で

取
れ
る
木
の
実
な
ど
の
「
森
の
恵
み
」

を
展
示
・
販
売
し
ま
す
。 

お
近
く
に
お
寄
り
の
際
に
は
、
新
事

務
所
や
木
製
品
等
を
見
学
し
に
お
気

軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

                

    

         

耕
作
放
棄
地
放
牧
（
山
口
型
放

牧
）
を
利
用
し
て
農
地
を
守
り

ま
せ
ん
か 

放牧前 

 

 

畜産研修会にて飼養衛生管理基準改正の説明

（令和２年11月5日開催、76名参集） 

 

 

放牧後 

 

 

  

CLTを使用した新事務所 １階 事務所内装 

 

山
口
県
東
部
森
林
組
合 

新
事
務
所
完
成
！ 



（6） 第 7号   柳井農林水産事務所だより    令和３年(2021年)５月発行 

          

                      

                                

                                

                               

◆
狩
猟
免
許
試
験
に
つ
い
て 

狩
猟
を
行
う
に
は
、
法
律
に
基
づ
く
狩

猟
免
許
の
取
得
等
が
必
要
で
あ
り
、
県
で

は
７
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
免
許
試
験
を

実
施
す
る
予
定
で
す
。 

有
害
鳥
獣
捕
獲
の
担
い
手
と
な
る
狩
猟

者
の
減
少
が
、
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
林
業

等
へ
の
被
害
が
深
刻
化
し
て
い
る
原
因
の

一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
新

た
な
狩
猟
者
を
確
保
・
育
成
す
る
こ
と
が

重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

新
た
に
狩
猟
を
始
め
る
方
へ
の
支
援
策

と
し
て
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す
場
合
に

は
、
県
が
狩
猟
免
許
取
得
経
費
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
。 

 ◆
狩
猟
免
許
更
新
に
つ
い
て 

既
に
狩
猟
免
許
を
所
持
し
て
お
り
、
そ

の
免
許
の
有
効
期
限
が
令
和
３
年(

平
成

３３
年)

９
月
14
日
の
方
は
、
狩
猟
者
講
習

及
び
適
性
検
査
を
受
け
る
こ
と
で
、
免
許

を
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

当
事
務
所
管
内
で
は
７
月
に
狩
猟
免
許

更
新
講
習
会
を
行
う
予
定
で
す
。 

 

※ 

狩
猟
免
許
試
験
及
び
狩
猟
免
許
更
新

の
日
程
等
に
つ
い
て
は
、
岩
国
農
林
水
産

事
務
所
森
林
部
※
森
林
部
は
柳
井
と
兼
務

（


０
８
２
７-

２
９-

１
５
６
７
）
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
山
口
県
（
自
然

保
護
課
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」局選定証等 

受賞おめでとうございます!! 
 
令和３年３月 12日（金）に山口県教育会館（山口市）において、農林水産省が地域の活性

化や所得向上に取り組む優良事例を選ぶ「ディスカバー農山漁村の宝」の令和２年度中国四
国農政局選定証等授与式が行われ、当事務所関係者から次の方々が表彰されました。 
 ※敬称略 

〇局選定証（コミュニティ部門） 
農事組合法人ウエスト・いかち（柳井市） 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
〇奨励賞（個人部門） 

 角井 雅之（周防大島町） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今後とも、益々のご活躍を期待しています！ 


